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について明確化し、③最後に、類似と思われる対象か
らの差異のある結果の生成、または差異があると思わ
れる対象からの同質な現象の生成、といった因果関係
を説明する、といった手順を踏むことによって、我々
は「驚き」を発見できる可能性があるということであ
る。まとめると、モデルによる類型化は、巧妙な比較
の作業によって「驚き」を発見するのに役立つ、とい
う利点をもたらすと思われるのである。
結語4
最後に、本稿が検討した全体を要約して、結語とし
たい。第一に、歴史理論のための、モデルは、類型化
できるように行動様式を幅広く歴史的かつ帰納的に導
出する必要があること、第二に、歴史理論のモデルは
比較することそれ自体にとっても役立ち、さらにモデ
ル同士の比較によって一般性のある知見を獲得出来る
可能性があること、第三に、歴史理論においては、モ
デルを構築しかつ巧妙に使用することで、「驚き」の発
見に貢献できる可能性もあること、である。しかし、
本稿では、ミクロ的な人間存在モデルと、マクロ的な
社会システムモデルを、いかにしてリンクさせるべき
かについての検討はできなかった。また当然であるが、
歴史理論におけるモデルには、本稿に挙げたもの以外
にも数多く存在しているのであって、本稿は、そのう
ちのごく一部を検討できたにすぎない。それゆえ、他
の歴史理論のモデルの構築法や使用法についても検討
すべきことではあるが、その課題については他日を期
したい。
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